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項 目 要  約 

１．研究の概要 東京電力福島第一原子力発電所のプラント内線量率分布を、計算および

実測により評価するための技術開発「線量率分布評価技術開発」を実施す

る。また、英国研究機関の小型中性子検出器と水中ロボットの開発と連携

し、水中の燃料デブリ分布を評価するための「水中燃料デブリ探査技術開

発」を実施する。これらにより、プラント内の最確な線量率分布および燃

料デブリの分布の評価手法を確立することを目的とし、以下の研究開発を

行う。 

１）線量率分布評価技術の開発 

２）水中デブリ探査技術の開発 

２．総合評価 Ａ ・燃料デブリ取り出しに有効な技術として、線量率分布評価技術と水中デ

ブリ探査技術の開発がなされ、特に線量率分布評価技術については、廃

炉を進める上でのプラント内の線量評価に役立つ成果が得られており、

また放射線計測分野への波及効果もあるものと評価できる。

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


